
サウンディング調査について 
 

 

１ 目的 

 

・ 民間活力導入に向け，鹿児島港本港区エリアにおける導入機能や事

業スキーム等について幅広く御意見やアイデアを募るサウンディング

調査を実施し，今後の検討の参考とする。 

 

※サウンディング調査について 

 

 

２ サウンディングの対象者 

 

  本事業に対してご意見・ご提案があり，かつ，本事業の参画に意欲の 

ある法人又は法人のグループ 

 

３ スケジュール 

  

実施要領の公表 R6.10.11(金) 

参加申込期間 R6.10.11(金)～31(木) 

サウンディングの実施 R6.11.11(月)～ ※現在実施中 

サウンディング結果の概要公表 R7.2 月上旬予定 

 

４ 参加申込者数 

 

  18 者 

国土交通省「地方公共団体のサウンディング型市場調査の手引き」抜粋 

今回 
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４．想定される事業スキーム

エリア 施設 事業方式

北ふ頭エリア
（短期）

旅客ターミナル
（コンバージョン）

交通拠点
上層︓クルーズターミナル（CIQ)
低層︓離島向け旅客ターミナル

公共施設として、従来方式、RO方式等を想定

物販・飲食 旅客ターミナル内でのテナント入居を想定
交流 指定管理者による管理等を想定（指定管理者によるイベントの実施等）

4号上屋
（コンバージョン) 交流 公共施設として、従来方式、RO方式、建物賃貸借等を想定

旅客ターミナル側 イベントスペース（新設） 指定管理者制度による管理又は土地の貸付等を想定
4号上屋側 イベントスペース（新設） 〃
しおかぜ通り 緑地 港湾環境整備計画制度（みなと緑地PPP）の活用を想定

北ふ頭エリア
（中・長期）

交通・宿泊拠点
※合築又は分棟など、
施設配置は未定

奄美・喜界航路
（旅客待合所、貨物上屋等）

公共施設として、従来方式、PFI方式等を想定するほか、民間事業として
実施できる部分については、土地の貸付による民間施設整備を想定

国際クルーズ（CIQ、荷物スペース等）
小型船航路（浮桟橋）
スーパーヨット（CIQ、長期滞在対応）
ホテル 土地の貸付による民間施設整備を想定

交通 大型観光バス、タクシープール、駐車場 公共施設として、従来方式、PFI方式、又は土地の貸付による民間施設
整備を想定

飲食・物販
土地の貸付による民間施設整備を想定

交流・観光・娯楽
しおかぜ通り 緑地 港湾環境整備計画制度（みなと緑地PPP）の活用を想定

※主要な機能について現時点の事業方式の想定を示すものです

 各エリアにおける施設の想定される事業方式は以下のとおりです。

鹿児島港本港区エリアまちづくりに関するサウンディング調査　
事業概要書　抜粋
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４．想定される事業スキーム

※主要な機能について現時点の事業方式の想定を示すものです

エリア 施設 事業方式

南ふ頭エリア

埠頭側

交通拠点（旅客ターミナルの集約) 公共施設として、従来方式、PFI方式等を想定

飲食・物販 旅客ターミナル内でのテナント入居又は土地の貸付による民間施設整備等
を想定

交流（イベント広場） 指定管理者制度による管理又は土地の貸付等を想定

現県営第4駐車場
交通拠点（駐車場） 公共施設として、従来方式、PFI方式、又は土地の貸付による民間施設

整備を想定
飲食 駐車場内でのテナント入居又は土地の貸付による民間施設整備を想定

桜島フェリー
ターミナル周辺
エリア

交通拠点（駐車場） 公共施設として、従来方式、PFI方式、又は土地の貸付による民間施設
整備を想定

交流（イベントスペース・オープンカフェ） 指定管理者制度による管理又は土地の貸付等を想定
ウォーターフロ
ントパークエリ
ア

緑地・飲食・交流 港湾環境整備計画制度（みなと緑地PPP）の活用を想定

高速船ターミ
ナル周辺エリア

交通拠点
バスターミナル 公共施設として、従来方式、PFI方式、又は土地の貸付による民間施設

整備を想定
駐車場 〃

飲食 施設内でのテナント入居又は土地の貸付による民間施設整備を想定
旧港湾合庁
跡地エリア 交通結節点

交流 〃
交通拠点 〃

 各エリアにおける施設の想定される事業方式は以下のとおりです。
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〇従来方式
公共が自ら資金調達し、設計・建設は公共が民間に発注し、施設運営は公共自ら行う。

〇DBO（Design Build Operate）
公共が自ら資金調達し、設計・建設、維持管理を公共が民間に請負・委託で長期的かつ一

括して発注する。設計・建設は設計建設事業者（JV）、維持管理・運営はSPC ※が実施。
〇PFI
・BTO（Build Transfer Operate）
民間事業者が自ら資金調達のうえ設計・建設し、施設完成後に公共に所有権を移転し、

民間事業者が維持管理・運営を長期且つ一括で事業を行う。SPCが一括で業務を実施。
※改修の場合はRO方式（Rehabilitate Operate）
・BOT（Build Operate Transfer）
民間事業者が自ら資金調達のうえ設計・建設、維持管理・運営を長期且つ一括で事業を

行い、事業終了後に公共に所有権を移転する。SPC が一括で業務を実施。
・BOO（Build Own Operate ）
民間事業者が自ら資金調達のうえ設計・建設、維持管理・運営を長期的かつ一括して事

業を行い、事業終了時点で民間事業者が施設を解体・撤去する等の事業方式。

◆想定される官民連携手法（公共施設の整備・運営に係る方式） ◆民間収益施設（カフェ等）を導入する場
合の官民連携手法

〇みなと緑地PPP制度については次ページに概要を記載

事業方式
公設公営 PFI方式

従来方式 DBO方式 BTO BOT BOO

整備費※ 公共 公共 公共 公共 公共

資金調達 公共 公共 民間 民間 民間

運営主体 公共 民間 民間 民間 民間

設計・建設時
の施設所有 公共 公共 民間 民間 民間

管理・運営時
の施設所有 公共 公共 公共 民間 民間

事業終了後の
施設所有 公共 公共 公共 公共 事業期間終了

後、更地撤去

※Special Purpose Companyの略。特別目的会社。ある特別の事業を行うために設立された事
業会社のこと。DBO及びPFIでは、公募提案する企業グループが、新会社を設立して、建設・運
営・管理にあたることが一般的となっている。

事業方式
テナントとしての

利用
（賃貸借契約）

民間施設の
整備・運営

（定期借地権）

港湾環境
整備計画制度
（みなと緑地
PPP制度）

躯体の
整備費

公共※
又は民間 民間 民間

借地料
（使用料） 民間 民間 民間

運営費 民間 民間 民間

運営中
の施設
所有権

公共※
又は民間 民間 民間

収益 民間 民間
民間

（収益の一部を
公共に還元）

※公共施設の中にテナントとして入居する場合（内装等は入居者
が負担）

※公共がサービス購入料として整備費を支払う場合を想定 30
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 令和4年12月に、官民連携によりみなとの賑わい空間を創出するための制度として、港湾緑地等にお
いて、カフェ等の収益施設の整備と公共還元として緑地等の再整備等を行う民間事業者に対し、緑地
等の行政財産の長期貸付けを可能とする認定制度（みなと緑地PPP）を創設しました。

出典︓国土交通省HP
（https://www.mlit.go.jp/report/press/port04̲hh̲000444.html）

【みなと緑地PPP制度概要】
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